
ハプニングから始まった欧州紀行 ?イタリアの家族愛

と英国の紳士精神に触れて

皆様、こんにちは。本日は

貴重な会長の時間をいただ

き、ありがとうございます。先

日10日間の日程でイタリアの

フィレンツェ、ローマ、アマルフィ、

そしてイギリスのロンドンへと

旅に行ってまいりました。本日

はその報告を兼ねて、旅先で

の気づきをお話しさせていただきます。

今回の旅の最大の目的は、昨年9月からフィレンツェ

の大学に留学している長女に会いに行くことでした。彼

女の案内でフィレンツェの街を巡るのが楽しみな旅だっ

たのですが、実はもう一つ、大きなイベントがありました。

長女にイタリア人の彼氏ができまして、今回の訪問で、

彼の家族が私たちを迎えてくれたのです。

イタリア人彼氏のお父さん、弟さん、妹さん、さらに

は90歳になるおばあちゃんまで出迎えてくださったの

ですが、実は娘と彼氏は、付き合ってまだ半年も経っ

ていません。それにも関わらず、皆様が娘のことを「素

敵なお嬢さんだ」と大絶賛してくださり、まるで本当の

家族のように大切に扱ってくださっているのに深く感動

いたしました。 まるで映画に出てくる「イタリアンファミリー」

そのものの温かさに触れ、旅の初めから胸がいっぱい

になる経験をさせていただきました。

しかし、旅というものは一筋縄ではいきません。素

晴らしい感動の裏で、今回はトラブルが多くて、一時

はどうなることかと頭を抱えました。

まず初日、フィレンツェの空港に降り立った私たち

を待っていたのは、ロストバゲージ（荷物の紛失）でし

た。日本からのスーツケースが出てこないのです。焦っ

て空港の窓口に行きましたが、対応は非常に冷淡で、

妻の英語もなかなか通じません。「ここはイタリア、焦っ

ても始まらない」と自分に言い聞かせ、着替えもない

ため、その日は最低限の着替えを買いに走りました。

幸い、翌日には荷物がホテルに届きましたが、この購

入費用は、航空会社がしっかり補償してくれることを

今も切に願っております。

「これで厄落としは済んだ」と思ったのも束の間、二

つ目のトラブルがローマで待ち受けていました。アマル

フィまでの移動のためにレンタカーを借りたのですが、

走り始めて3時間も経たないうちに、タイヤがバーストし

ちゃったんです。幸い、1時間ほどでレッカー車が来て

くれ、ホテルまでのタクシーも手配出来ましたが、問

題はその先でした。レンタカーの代車の手配が全く進

まないのです。サポートに電話をしても、たらい回しに

され、最後には無視される始末。異国の地で車を失

い、途方に暮れてしまいました。
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【 本日のプログラム 】 6月18日 夜間移動例会 「会長幹事ご苦労さん会」

【 次回予告 】 7月2日 就任の挨拶 「就任にあたり」 小栁 智裕 会長、土屋 大輔 幹事

【 第2199回例会】 令和8年6月11日（木） 【 SL 】 髙橋 政史 君 【 司会SAA 】 岸 幸博 君

【 斉唱 】 「四つのテスト」 【 ゲスト 】 ツキミンシャラフィナ様（米山奨学生）

会員数 出席者 出席率 前々回修正 出席免除 欠席者 7名(敬称略)

26名 16名 69.57% 69.57% 3名 原島、星川、池澤、入江、板垣、長野、新村
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会長の時間 野口 宏 君



そんな絶体絶命のピンチを救ってくれたのは、頼も

しい妻と娘でした。 長女は留学生活のおかげで、いつ

の間にかイタリア語が流暢になっており、事故現場で

地元の人に、そこの住所聞いたり、サポートと電話で

やりとりして貰いました。さらに、そこに妻の粘り強い交

渉力が加わります。一歩も引かない妻のタフさには、

身内ながら感心するばかりでした。……ちなみに私は

と言いますと、ただウロチョロするばかりで、この間、ほ

ぼ何もできませんでした。

トラブルの合間に見たフィレンツェとローマの景色は、

まさに街全体が博物館。どこを切り取っても映画のセッ

トのようでした。そして何より忘れられないのが、アマル

フィの海岸でボートをチャーターし、プライベートクルー

ズを楽しんだことです。青い海と断崖に並ぶ美しい街

並みを洋上から眺めた時間は、それまでのトラブルが

一瞬で吹き飛ぶほど、贅沢で素晴らしい時間でした。

旅の締めくくりは、イギリスのロンドンへ立ち寄りまし

た。私はこれまで何度か、ニューヨークには足を運ん

でおりますが、大変失礼ながら、今回ロンドンを訪れ

て思ったのは、ニューヨークよりロンドンの方が、はるか

に素晴らしいと思ったことです。

やはり歴史の深みが違うと言いましょうか、極論か

もしれませんが、ニューヨークの魅力的な部分の多く

は、実はロンドンのコピーなのではないか、と感じてしま

うほど、ロンドンの街並みには本物の品格が漂ってい

ました。

そして更に私が感銘を受けたのは、イギリス人の特

に男性の格好良さと紳士的な振る舞いです。街を行く

ビジネスマンは皆、仕立ての良さそうなスーツを完璧

に着こなし、カジュアルな装いでもジャケットを羽織っ

ている姿が目立ちました。

そして、本当の意味で「ジェントルマン」なのですね。

ホテルやデパート、空港などで、私たちが少し立ち止

まったりしていると、必ず向こうから「何かお困りですか？

（May I help you?）」と自然に声をかけてくれるのです。

私たち日本人も「おもてなしの精神」を大切にして

いますが、イギリスの、このごく自然に、かつスマートに

行動へ移せる「紳士的態度」には、それ以上の洗練

された文化の厚みを感じ、大変勉強になりました。

ロストバゲージに始まり、レンタカーのパンクと、一時

はどうなることかと思った10日間でしたが、娘の成長

を実感し、イタリアンファミリーの温かさに触れ、アマル

フィの絶景に癒やされ、そしてロンドンで真の紳士スピ

リットを学ぶという、これ以上ない濃密な旅となりまし

た。

トラブルも含めて、すべてが「一生物の思い出」です。

この旅で得たエネルギーを、ロータリーでの奉仕、そし

てビジネスへと活かしてまいりたいと思います。

ご清聴、誠にありがとうございました。

米山奨学生 ツキミンシャラフィナ 様

①ジェニファー・ジョーンズ2026-27年度TRF管理委

員長 ご来日、「ロータリー財団フォーラム」、「管理

委員長ご夫妻歓迎会」のご案内が届いております。

②地区より次年度地区奉仕事業推進委員会より、次

年度実施予定の奉仕事業に関するアンケートが届

いおります。

親睦活動委員会 土屋 大輔 委員長

会員誕生日 後藤 定毅 君 6月11日

結婚記念日 太田 信弘 君 6月20日

創業記念日 長野 俊八 君 6月21日

阿萬 正巳 君 6月28日

「次年度に向けて」

会長エレクト 小栁 智裕 様

本日は2025-26年度の締めくくりにあたり、この一

年間の活動を振り返らせていただきます。

まずは、会員の皆様、ご家族の皆様、そしてクラブ

を支えてくださったすべての関係者の皆様に心より感

謝申し上げます。

本年度は入江会長のリーダーシップのもと、「ある

べき姿，明るい未来を目指そう」を会長ターゲットとし

て活動してまいりました。例会活動をはじめ、地域へ

の奉仕活動、青少年育成事業、国際交流事業など、

多くの取り組みを行うことができました。

①8月10日(木)

江ノ島海の家「AOSHIRO 」で大和の子供食堂の親

御さんお子さんを招いてのバーベキュー?を開催。異

業種交流会「みらい21」の皆さんもご参加頂き，大変

有意義な楽しい時間を過ごすことが出来ました。親

睦委員会の皆さんありがとうございました。

②9月7日(日)
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幹事報告 黒坂 毅 幹事
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第６回クラブ協議会



第2780地区2025-26年度の地区大会を伊勢原

市民文化会館で開催。APAホテルの元谷芙美子社

長より「私が社長です」をテーマに記念講演を頂きま

した。多くの会員の皆さんに参加を頂きました。ありが

とうございます。

③10月2日(木)には，松下孝ガバナーに公式訪問頂

きました。

④11月8日(土)イオンシネマ座間に於いて「松風園の

子どもたち・ご家族と共に映画鑑賞会」を開催。約10

0名のご参加を頂き、改めまして，ご参加の親御さん

より感想文と共に感謝のお言葉も頂きました。大和中

RCならではの有意義な事業となっているのではない

かと思います。

⑤11月13日(木)~16日(土)

東慶州RCの皆さんの来日。東慶州RC合同例会を

開催、ゴルフや観光で交流を深める事が出来ました。

特に長年続く東慶州ロータリークラブとの交流では、

言葉や文化・歴史の違いを乗り超え、ロータリアン同

士の友情と信頼をさらに深めることができました。

その後11月18日入江会長が脳内出血?で倒れその

後病気療養となり

12月4日(木)例会より役員理事会の承認により副会

長の私、小栁が会長代理となります。

⑥12月14日(日)

大和自動車学校に於いて大和自動車学校，大和

JC、県央トラック協会，大和社会福祉協議会，神奈

川県警大和警察，大和消防署などの協力により交通

事故撲滅大作戦を開催。大和RC・大和田園RC・大

和中RC合同の社会奉仕・職業奉仕事業を行いまし

た。当日は午前中は小雨模様のあいにくの天気でし

たが午後からは天気も回復し盛況のうちに行われまし

た。

⑦12月18日(木)

クリスマス家族例会として横浜山下公園より横浜ディ

ナークルーズ?に乗船､会員やご家族含め22人の参

加を頂きました。

⑧1月27日(火)4クラブ合同賀詞交換会を北京飯店

で開催されました。

⑨2月15日(日)

レンブラントホテル海老名で第6グループのIMを松

本ガバナー補佐のもと10クラブの代表者が各クラブ

の活動報告を行いました。

⑩4月12日(日)

家族移動例会を開催。日本橋~花見?クルーズ~

深川飯~深川寺で写経を行いました。野口宏さん・土

屋親睦委員会の皆さんありがとうございました。

6月25日(木)~27日(日)

東慶州RC離就任式に11名参加。特に長年続く東

慶州ロータリークラブとの交流では、言葉や文化の違

いを超え、ロータリアン同士の友情と信頼をさらに深

めることができました。また、ロータリーの理念である

「超我の奉仕」を実践する機会にも恵まれました。

ロータリーは単なる奉仕団体ではありません。それ

ぞれの職業を通じて社会に貢献し、人として成長し、

そして仲間との友情を育む場です。

今年一年を振り返ると、多くの成果とともに、多くの

学びもありました。時には悩み時には意見を交わしな

がらも、私たちは常にクラブの未来を考え続けてきま

した。

孔子の言葉に「知之者不如好之者、好之者不如

楽之者」という教えがあります。知っている人は好きな

人に及ばず、好きな人は楽しんでいる人に及ばないと

いう意味です。まさにロータリー活動も同じではないで

しょうか。

奉仕を義務として行うのではなく、仲間と共に楽し

みながら行うことで、その力は何倍にも大きくなります。

そして私は、この一年を通じて改めて感じたことがあり

ます。

それは、大和中ロータリークラブの最大の財産は

「人」であるということです。会員一人ひとりの経験、知

識、情熱、そして仲間を思いやる心が、このクラブの

魅力をつくっています。

これから先、時代は変化し続けるでしょう。しかし、

「不易流行」という言葉があるように、変えてはいけな

い本質と、変わり続ける勇気の両方が必要です。

職業奉仕を大切にする心。地域を愛する心。仲間

を大切にする心。これらの本質を守りながら、新しい

時代にふさわしいクラブづくりに挑戦していきたいと思

います。

最後に、一年間クラブ運営を牽引してくださった入

江会長に心から敬意と感謝を申し上げます。そして会

員の皆様、本当にありがとうございました。皆様のお力

添えがあったからこそ、この一年を無事に終えること

ができました。

次年度も大和中ロータリークラブがさらに魅力あふ

れるクラブとなり、地域から必要とされる存在として発

展していくことを願い2025-26年度の活動報告とさせ

ていただきます。

この一年を振り返りますと、多くの方に支えられてこ

こまで来ることができました。会長代理という立場をい

ただいたことで、改めて大和中ロータリークラブの素晴

らしさを感じる一年でもありました。

これからも仲間との友情を大切にしながら、地域に

必要とされるクラブを皆様と一緒につくっていきたいと

思います。 一年間、本当にありがとうございました。」

・親睦活動委員会 土屋 大輔 委員長
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今年度は活動方針に則り、 通常例会での活動、

そして3回の家族移動例会を企画・実施しました。

1. 8月10日：海の家家族例会

当日は、あいにくの天候となってしまいましたが、そ

んな状況の中でも、お招きした子ども食堂の皆様に

は本当に楽しんでいただくことができました。

2. 12月14日：クリスマス家族例会

当日は天候にも恵まれ、横浜の美しい夜景を最高

のロケーションで堪能することができ、大変有意義な

例会となりました。

3. 4月12日：家族移動例会（心が整う春のバス旅行）

「大横川お花見クルーズ」と「深川不動尊での写経

体験」を企画いたしました。時期的に桜の開花状況が

心配されましたが、当日は見事な桜を見ることができ。

また、写経体験ではみなさんが非常に真剣な表情で

机に向かわれており、まさに「心が整う」というテーマに

ふさわしい、充実した春の一日となりました。

というわけで、天候に左右される場面もありましたが、

どの家族移動例会も参加いただいた皆様のご協力の

おかげで、素晴らしい親睦の場にすることができました。

一年間、ありがとうございました。

ロータリー財団・米山奨学委員会

北砂 明彦 委員長

活動方針についてはおおむねご理解を頂きその結

果、皆様から多くの寄付を青酢狩りすることが出来ま

した。

ロータリー財団寄付金に関しましては円安が続き、

寄付をするタイミングを計っていただいておりましたが、

目標の２００ドルを修正し、円建てでの寄付依頼に変

更いたしました。また、米山奨学金については、本当

に多くの会員の皆様のご理解を頂き目標額の約103

％ご寄付を頂くことが出しました。

今年３月までは中国出身のハクウンビョンさん、そし

て４月からはシンガポール出身のツキミンシャラフィナ

さんをお預かりしております。

最後に奨学生との交流を通じて皆様もぜひ国際交

流のご理解を頂けます事をお願いいたします

クラブ協議会の詳細は下記よりダウンロード下さい

https://1drv.ms/u/c/aca6487b2b1cac86/IQA

wtGW2RKaGQJhb_dHgGVLUAeIGC-fF82wtvkmOjm

roQMo?e=KNa70b
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小栁 智裕 会長代理、黒坂 毅 幹事
本日は第６回クラブ協議会です。皆さんどうぞよろし

くお願い致します。

後藤 定毅 君
会場に来て誕生日を知らせて戴きました。50年余

過した妻からは朝から今までメッセージも届きません。
持つべきものは「友」です。
髙橋 清 君

カラオケを楽しむ会6月4日（木）スナックボルドーで
開催いたしました。大勢の会員皆様のご参加頂きあり

がとうございました。
辻 彰彦 君

皆様、こんにちは。昨晩、長女が女児を出産、３人
目の孫が誕生しました。
阿萬 正巳 君

創業記念のお祝いをありがとうございました。
太田 信弘 君

結婚記念日のお祝いありがとうございます。記念日
当日は妻は旅行、２８年も経つとこんなものなのでしょう
か。

野口 宏 君
結婚記念日のお祝いありがとうございます。昨日、結

団式と重なってしまい気まずい雰囲気でした。

スマイルボックス 髙橋 政史 委員 本日 ￥9,000 累計 ￥４１２，７６６-

カラオケを楽しむ会 ６月４日（木）18時30分～スナックボルドーにて


